
 

 

 

  

  

  

 

「片付けができません」幼稚園の自立を促す仕掛け 園長 笛木 哲 

年末にお願いしている『保護者アンケート』の結果を見ると、毎年、質問№11「お子

さんは後片付けや家での仕事を好んで行っていますか」の評価が低く、お家では片付け

下手なお子さんが多いようです。子育てだけでなく、仕事に就いていたり、家事に忙殺

されたりしている毎日の中で、子ども自身が身の回りのことを自分で出来たら（＝自立）、

親御さんの心にきっと余裕ができるはずです。 

お家では片付けの苦手な子が、幼稚園生活ではお片付け名人だったりします。幼稚園

のお片付けタイムになると、どの子も遊びをやめて、あっという間に玩具を片付けます。

それは、おもちゃをしまう入れ物、場所が決まっていて、必要な量だけの玩具しかない

からです。片付けタイムという魔法のことばが体のリズムに刻まれて、それを守ること

が気持ちいいのです。ところがお家ではどうでしょう。買い足した玩具が増えるに従っ

て入れ物からあふれ出し、片付ける場所も他の玩具でふさがってしまっている、片付け

タイムは親の都合でころころ変わる…なんてことはないでしょうか。 

お家では身支度（着替え、登園前の準備など）が苦手な子が、幼稚園では身支度名人

だったりします。登園後、持ってきた荷物をそれぞれ指定の場所に置くと、さっと着替

え、脱いだ衣服は畳んでロッカーの中にしまいます。収納ボックスの中から出したスモ

ックやカラー帽子を身に付けると、「行ってきます」と園庭に飛び出します。それは、

身支度のためのやることや入れ物が明確である、収納の中身が見える、軽くて子どもで

も引き出しやすい収納ボックスを使っている、子どもの目の高さに全てが準備されてい

るからです。こうして一度身につく（成功体験）と、自信となってさらに難易度の高い

ことができるようになります。ところがお家ではどうでしょう。衣服が詰まったタンス

は子どもには開けにくく重い、その上中身が見えないし、いつも同じ場所ではなく、時

には洗濯物の山の中から探し出さなくてはならない、大人の使い勝手に合わせて子ども

の手の届かないところに収納してある…なんてことはないでしょうか。 

そして最も大切なことは、毎日のことであっても、（手伝ってもらった人だけでなく）

周りにいる大人が評価（「ありがとう」「優しいね」…）してあげる

ことです。認められ、褒められることで子どもの心に気持ちよ

さが刻まれ、それが自信に繋がります。お手伝いにしても親が

やってしまった方が早い（楽な）ことでも、子どもに任せてみ

ることが大切です。多くの経験の中で子どもは大人の知恵を借

りて真似し、自分の知恵を身に付けていきます。  
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新しいお友だち 

１２月１日からちゅうりっぷ組に庄司陸人（りくと）さん、遠山千陽（ち

はる）さんが仲間入りをしました。どうぞよろしくお願いします。 
 

もう二度とない、今という瞬間 

生活発表会では、多くの保護者の皆様にお越しいただき、お子さんの成長した姿を見

ていただきました。演技が終わる度に、たくさんの温かな拍手と笑顔をいただきました。

ありがとうございました。私たちも保護者の皆様と一緒にお子さんのキラキラ輝く姿を

共有することができました。 

朝、子ども達を待つエントランスに立つと、冷たい風が吹いて耳の下をすうっと通り

過ぎていきます。先日まで日差しを避けるように日陰を求めていたのに、あっという間

に季節が変わりました。この風はあのときの風ではありません。この季節もあのときの

季節ではありません。この風もこの季節も、今の一度だけ。それと同じで、今の子ども

と会えるのは、「今」この時だけです。生活発表会で出会えた子は、もういません。子

ども達は、一時も立ち止まらずに、もう次の新しい自分探しに

向かって動き出しています。そんな子ども達のたくましさが

まぶしく見えます。だからこそ、私たち保育者は、「今」この

瞬間の子どもとの出会いを大切にしたいと思います。 
 

お知らせ 

○上棟式（建前）…保育棟建設が順調に進んでいます。先週末には、建物の骨組みを作

り上げる最終工程が無事に終了しました。子ども達には遊び場が縮小するなど窮屈な

思いをさせてしまいましたが、新しい園舎が出来ることはどの子にとっても嬉しい出

来事のようです。８日(金)は、全園児で上棟式を行います。当日は、大工さんに感謝

するとともに、この先の工事の安全安泰を祈願し、子ども達にはお祝いのお菓子を撒

きます。 

○餅つき…杵と臼で餅をつくご家庭は、年々少なくなってきています。季節の伝統行事

を子ども達に体験させたいとの思いから本園では毎年、餅つき体験を行っています。

１２日（火）は、幼稚園でふかした餅米を、全園児が杵を持ってつきます。（食中毒

などの怖れもあることから試食はしません） 

 

子どもの「ことば」  
・「買い物に行ったときね、ママが買いたいけれどお金が足りないって言ったの。それ

で私は、『私は今、買いたいものがないから、私のお金を使って買っていいよ』って

言ったんだ。」 …まあ、何て優しい子なのでしょう。 

・バス中での謎の会話。「しゃっくりが止まらない」「止めるには咳をすればいいさ」 

たまたま出た咳でしゃっくりが止まる。でも咳が出るようになった。「咳を止めるに

はどうしたらいい？」「ご飯を大盛り食べる」「夕ご飯ってこと？」「給食だよ」 


